
吹
奏
楽
部
、
西
関
東
大
会
へ
の
道

校
長

長
谷
川

浩
司

吹
奏
楽
部
が
西
関
東
大
会
「
Ａ
の
部
」
に
出
場
し
た
快
挙
を
振
り
返
り
ま
す
。

一

中
編
成
の
「
Ｂ
の
部
」
か
ら
大
編
成
の
「
Ａ
の
部
」
へ

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
五
十
人
以
下
編
成
の
「
Ａ
の
部
」
と
三
十
五
人
以
下

編
成
の
「
Ｂ
の
部
」
と
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
よ
り
「
Ｂ
の
部
」
が
三
十
人
以
下

編
成
に
変
わ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
南
中
学
校
は
昨
年
か
ら
『
今
年
度

か
ら
「
Ａ
の
部
」
に
出
場
す
る
。
』
と
、
決
め
て
い
ま
し
た
。

「
Ａ
の
部
」
は
、
編
成
人
数
が
多
く
な
る
ほ
か
に
、
演
奏
曲
目
も
二
曲
に
増
え

ま
す
。
単
純
に
言
え
ば
、
今
ま
で
の
二
倍
の
練
習
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
南
中
吹

奏
楽
部
の
挑
戦
は
、
昨
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

二

県
大
会
で
金
賞
、
選
抜
大
会
で
西
関
東
出
場
を
決
め
る

十
分
な
練
習
を
積
ん
で
迎
え
た
県
大
会
当
日
は
、
豪
雨
の
た
め
柿
川
の
水
が
道

路
に
溢
れ
ま
し
た
。
出
発
時
刻
が
一
時
間
以
上
も
遅
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
高
速

道
路
の
柏
崎
・
米
山
間
で
も
通
行
止
め
が
あ
り
、
一
般
道
を
通
っ
て
上
越
会
場
に

た
ど
り
着
い
た
の
が
十
時
五
十
分
。
午
前
最
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た
演
奏
を
午
後

の
最
初
に
し
て
い
た
だ
い
て
の
演
奏
と
な
り
ま
し
た
。
慌
た
だ
し
い
中
で
の
演
奏
、

で
も
金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

県
大
会
で
金
賞
を
獲
得
し
た
十
二
か
校
が
参
加
し
て
の
選
抜
大
会
で
、
上
位
五

か
校
に
入
り
、
西
関
東
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

三

西
関
東
大
会
終
了
後
の
部
長
の
挨
拶

吹
奏
楽
部
は
、
普
段
の
練
習
の
他
に
、
運
動
会
で
の
演
奏
と
そ
の
た
め
の
準
備
、

西
関
東
大
会
に
出
場
す
る
市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
合
同
練
習
会
、
西
関
東
大

会
で
の
宿
泊
に
備
え
た
「
東
泉
閣
合
宿
」
な
ど
を
こ
な
し
て
、

九
月
四
日
、
所
沢

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
立
派
な
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

閉
会
式
終
了
後
演
奏
会
場
の
外
に
集
合
し
た
部
員
を
前
に
し
て
、
部
長
が
話
し

始
め
ま
し
た
。
顧
問
の
佐
藤
先
生
へ
の
感
謝
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た

保
護
者
へ
の
お
礼
、
懸
命
に
練
習
に
励
ん
で
き
た
部
員
へ
の
ね
ぎ
ら
い
。
そ
し
て
、

「
最
高
の
仲
間
に
恵
ま
れ
て
、
・
・
・
」
と
言
っ
た
と
き
、
彼
女
は
こ
み
上
げ
る
も

の
を
こ
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
り
の
十
人
ほ
ど
の
部
員
も
同
様

で
し
た
。
と
て
も
立
派
な
挨
拶
で
し
た
。
素
晴
ら
し
い
吹
奏
楽
部
で
し
た
。

夏
休
み
明
け
の
初
日
に
、
県
大
会
以
上
の
凱
旋
式
を
行
い
ま
し
た
。
ど
の
部
の

部
長
も
、
自
分
た
ち
は
精
一
杯
練
習
を
積
ん
で
大
会
に
臨
ん
だ
こ
と
、
保
護
者
・

地
域
か
ら
の
応
援
と
先
生
方
の
指
導
へ
の
感
謝
、
後
輩
に
託
す
夢
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

長
岡
市
立
南
中
学
校

平
成
二
十
三
年
度

九

月

号

九
月
二
十
日



水

泳

女
子

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

８
位

400
Ｍ

女
子

リ
レ
ー

３
位

400
Ｍ

野
口

実
鈴(

自
由
形)

２
位

400
Ｍ

(

自
由
形)

２
位

800
Ｍ

二
〇
三

岸
本

啓
子

加
島

江
莉(

自
由
形)

８
位

400
Ｍ

私
は
、
「
広
島
と
長
岡
の
戦
争
に
対
す
る
考
え

運
動
会
推
進
委
員
長

江
部

史
香

(

自
由
形)

５
位

800
Ｍ

方
の
違
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
も
っ
て
広
島
を
訪

運
動
会
を
振
り
返
る
と
夏
休
み
前
か
ら
の
長
い
準
備

山
田

彪
斗(

自
由
形)

優
勝

200
Ｍ

問
し
ま
し
た
。
一
番
大
き
な
違
い
は
、
平
和
記
念

期
間
で
し
た
が
、
楽
し
く
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
仲
間

(

自
由
形)

２
位

400
Ｍ

式
典
の
規
模
と
参
加
者
の
人
数
だ
と
思
い
ま
し
た
。

と
の
団
結
力
も
高
ま
り
、
全
員
が
一
生
懸
命
に
競
技
に

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

３
位

広
島
で
は
核
兵
器
廃
絶
な
ど
、
過
ち
を
繰
り
返
し

応
援
に
頑
張
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
運
動
会
で
学
ん

北
信
越
総
体

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
が
強
い
の
だ
と
思
い

だ
こ
と
を
生
か
し
て
学
校
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。
今

ま
す
。
長
岡
も
空
襲
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
尊
い

ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

柔

道

村
松

心
平(

級)

５
位

66
kg

命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
長
岡
ま
つ
り
が

反
町

拓
寛(

級)

出
場

73
kg

戦
災
復
興
祭
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い

白
軍
団
長

和
久
井

彗
那

浅
野

義
人(

級)

２
位

90
kg

人
が
多
い
な
ど
、
戦
争
の
記
憶
は
薄
れ
始
め
て
い

今
回
の
運
動
会
は
、
と
て
も
充
実
し

陸

上

前
原

愛(

３
年

)

出
場

100
Ｍ

ま
す
。
こ
の
ま
ま
、
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
て

た
も
の
で
し
た
。
勝
負
は
勝
ち
負
け
が

水

泳

女
子

リ
レ
ー

６
位

400
Ｍ

は
い
け
ま
せ
ん
。
中
学
生
の
私
に
で
き
る
こ
と
は

つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は

野
口

実
鈴(

自
由
形)

５
位

400
Ｍ

限
り
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
戦

そ
れ
以
上
に
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で

(

自
由
形)

７
位

800
Ｍ

争
を
知
り
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ
を
伝
え

き
ま
し
た
。
全
校
の
皆
さ
ん
は
ど
う
だ

山
田

彪
斗(

自
由
形)

３
位

200
Ｍ

て
い
く
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
支
え
て
く

(

自
由
形)

５
位

400
Ｍ

れ
た
全
て
の
人
に
感
謝
し
た
い
と
思
い

全
国
大
会

二
〇
四

岡
村

美
紗

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
島
の
平
和
記
念
式
典
で
、
一
番
長
岡
と
違
う

柔

道

村
松

心
平(

級)

出
場

66
kg

と
感
じ
た
の
は
、
参
加
者
の
年
齢
層
の
広
さ
で
す
。

赤
軍
団
長

阿
部

拓
磨

長
岡
の
平
和
祈
願
祭
は
あ
ま
り
若
い
人
が
い
ま
せ

今
回
の
運
動
会
は
、
赤
軍
の
皆
さ
ん

ん
で
し
た
が
、
そ
れ
に
比
べ
広
島
の
平
和
記
念
式

が
暑
い
中
、
応
援
や
団
体
競
技
を
頑
張

吹
奏
楽

県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞

典
に
は
、
若
者
や
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま

っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
素
晴
ら
し
い
結

西
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

銅
賞

し
た
。
長
岡
も
広
島
の
よ
う
に
若
い
人
た
ち
が
た

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

く
さ
ん
参
加
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
戦
争
の
恐
ろ

経
験
を
こ
れ
か
ら
の
行
事
に
生
か
し
て

し
さ
を
次
の
世
代
に
受
け
継
げ
る
よ
う
に
な
り
ま

い
き
た
い
で
す
。

す
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
忘

今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、

れ
た
人
間
は
、
ま
た
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
し
て
し

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
い
ま
す
。
式
典
で
の
「
平
和
の
誓
い
」
の
中
で
、

一
日(

土)

ま
ち
だ
園
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
戦
争
を
始
め
る
の
は
人
間
だ
か
ら
、
人
間
の
力

四
日(

火)

一
学
期
終
業
式

で
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
で
き
る
」
と
話
さ
れ
て
い

五
日(

水)

～
十
一
日(

月)

秋
季
休
業
日

ま
し
た
。
私
は
、
自
分
自
身
の
今
回
学
ん
だ
こ
と

県
総
合
体
育
大
会
（
入
賞
）

五
日(

水)

、
六
日
（
木
）

新
人
各
種
大
会

を
こ
れ
で
終
わ
り
に

十
二
日(

水)

二
学
期
始
業
式

す
る
の
で
は
な
く
、

柔

道

男
子
団
体

３
位

十
三
日(

木)

中
越
地
区
駅
伝
大
会

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
和
に
つ
い
て
の
考

村
松

心
平(

級)

優
勝

十
四
日(

金)

地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

66
kg

え
を
よ
り
一
層
深
め

反
町

拓
寛(

級)
２
位

十
五
日(

土)

英
語
検
定

73
kg

て
い
き
た
い
で
す
。

浅
野

義
人(

級)
２
位

十
八
日(

火)

芸
術
鑑
賞
教
室(

二
年)

90
kg

今
回
学
ん
だ
全
て
の

鈴
木

舞

５
位

二
二
日(

土)

Ｐ
Ｔ
Ａ
球
技
大
会

こ
と
を
後
世
に
受
け

陸

上

青
木

知
弘(

走
幅
跳)

６
位

二
四
日(

月)

学
習
発
表
会
（
音
楽
の
部
）

継
ぐ
こ
と
が
私
た
ち

細
川

達
矢(

走
幅
跳
）

７
位

秋
季
教
育
実
習
開
始(

～
十
一
月
四
日)

の
使
命
だ
と
思
い
ま

男
子
４
×

リ
レ
ー

７
位

二
七
日(

木)

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

100
Ｍ

す
。

広
川

知
佳(

走
幅
跳)

４
位

広
島
平
和
記
念
式
典
参
加

-

二
年
生
総
合
的
な
学
習
の
時
間(

平
和
学
習)

-

熱
く
燃
え
た
大
運
動
会

S
P
R
A
S
H
(

白
軍)

「
闘
龍
姫
」(

赤
軍)

VS

夏
休
み
中
の
大
会
結
果

十
月
の
行
事
予
定


